
 

            ～北海道が拓く G空間情報社会とは～ 
 現在、国においては平成 28年度以降 G空間プラットフォームを広く民間に開放すべく、G空間情報センターの

構築に向けた動きが活発化しております。官民が保有するＧ空間関連データをオープンデータとして利活用する

ことで、革新的な新産業・サービスの創出や防災対策の強化に生かして行こうとする構想です。この度、こうし

た G空間戦略の指導的な役割を果たす東京大学空間情報科学研究センター教授の柴崎亮介氏を札幌にお迎えして、

国の G空間戦略や東京大学空間情報科学研究センターのミッション等 G空間情報の最新動向についてお話しを伺

うとともに北海道における G空間情報の利活用と今後の展望を考えるべく下記のシンポジウムを企画致しました。

皆様方におかれましてはご多用の折とは、存じますが多数ご参加賜りますよう何卒宜しくお願い致します。 

                      記 

■日 時：2015年 8月 10日（月）13：30～16：40 

     終了後 技術交流会（懇親会） 17：30～19：30 

■会 場：TKP札幌ビジネスセンター赤レンガ前 （定員 150名） 

     〒060-0004 札幌市中央区北４条西６丁目１ 毎日札幌会館 5F 

     技術交流会(懇親）会場 MIRAI.ST cafe （定員 60名） 

          〒060-0063 札幌市中央区南 3条西 5-1-1 ノルベサ 1F  

■プログラム 

 13：00     開場 

 13：30     開会の挨拶 北海道大学大学院文学研究科教授 橋本 雄一氏 

 13：35～14：25 基調講演「スマートシティ？スマートピープル!；G空間情報の最新動向」 
  東京大学空間情報科学研究センター教授 柴崎 亮介氏 

【プロフィール】1980年東京大学工学部卒、同大学院修了（1982年）。建設省土木研究所（1982-1988）、

東京大学工学部助教授（1988-1991）、同大学生産技術研究所助教授（1991-1998）を経て、1998年より空

間情報科学研究センター教授、2005年から 2010年までセンター長。2008年から 2010年まで GIS学会会 

長。実世界のデータ収集・計測技術、特に移動体の追跡データとモデルとの統合によるデータ同化技術、 

それらを利用した情報サービスの開発などの研究・開発に従事。 

14：30～15：30 パネラー報告 

        「北極域研究センターにおける G空間情報活用について」 

          北海道大学北極域研究センター長 齊藤 誠一氏 

        「農業環境情報サービス情報センターと G空間の農業活用について」 

          酪農学園大学生命環境学科 教授 金子 正美氏 

        「大規模 3次元計測技術と CIMへの展開」 

          北海道大学大学院情報科学研究科教授 金井 理氏 

 15：35～16：40 パネルディスカッション 

          東京大学空間情報科学研究センター教授 柴崎 亮介氏 

          北海道大学北極域研究センター長 齊藤 誠一氏       

          酪農学園大学農食環境学群環境共生学類環境 GIS研究室教授 金子 正美氏 

          国土地理院北海道地方測量部  

          コーディネイター 北海道大学大学院文学研究科教授 橋本 雄一氏 

■参加費：一般 3,000円、主催・共催団体会員、官公庁 2,000円 

     技術交流会（懇親会）費：3,000円  

■主  催：北海道産学官研究フォーラム/北海道 GIS・GPS研究会 

■共  催：特定非営利活動法人 Digital北海道研究会、地理情報システム学会北海道支部 

          産学官 CIM・GIS研究会 

■後援依頼先：国土地理院北海道地方測量部,北海道開発局,北海道,北海道建設業協会,北海道 IT推進協会 

北海道 GIS技術研究会,日本写真測量学会北海道支部,建設コンサルタンツ協会北海道支部,土木学会北海道支部

（一社）北海道測量設計業協会,日本測量協会北海道支部,高度情報化農業研究会 

■連絡先：北海道産学官研究フォーラム/北海道 GIS・GPS研究会 担当 藤原 

 〒060-0807 札幌市北区北 7条西 5丁目 6-1 ストークマンション札幌 507号室 

       TEL 011-384-6836 FAX 011-299-8104 

 

         G空間情報活用戦略シンポジウムのご案内 

 



 

参 加 申 込 書 
 

申込み先：北海道産学官研究フォーラム/北海道 GIS・GPS研究会  

 事務局：（担当：藤原） 

 

FAXにてお申込みの場合は、下記参加申込書に必要事項を記入し送信してください。 

FAX：011-299-8104 
E-mailにてお申込みの場合は、必要事項を記入して送信してください。 

E-mail:tatsuya.fujiwara@gmail.com または  office@dghok.com 
電話にてお申込みの場合は、下記番号におかけ下さい。 

℡：011-374-6836 
 

2015年 8月 10日（月）の「G空間情報活用戦略シンポジウム」に参加します。 

所属（会社）名 役職名 氏 名 技術交流会（懇親会） 

    

    

    

    

    

 

                           交流会（懇親会）参加の方は〇を記入して下さい。      

 申込み期限：2015年 8月 6日（木) 

【ご担当者】 

所  属：                                      

 

ご担当者：                                                          

 

住所                                          

 

Tel:                                                                 

 

E-mail:                                         

 

注 1・E-mailアドレスをお持ちの方は、連絡を行う場合がありますので必ずご記入お願いします。 

注 2・情報につきましては、当研究会の連絡以外に使用いたしません。 

注 3・定員になり次第締め切らせていただきます。 

 

 

     


